
独立行政法人空港周辺整備機構の平成 30事業年度評価結果の主要な反映状況

１．役員人事への反映について

役員人事への反映

２．法人の運営、予算への反映について

評価項目 30事業年度評価における主な指摘事項 令和元及び令和２年度の運営、予算への反映状況

国民に対して １．（１）再開発整備事業 ○ 全貸借人との面談等については、全事業者と年１回以上
提供するサー 賃借人の経営状況の更なる把握のため、指標であ （延べ 106 回、1 者あたり 1 ～ 22 回）の面談を確実に実施
ビスその他の る全賃借人との情報交換のための面談等年１回以上 した。
業務の質の向 を確実に実施すること。 なお、福岡県内に窓口のない事業者についても、他の出張
上に関する事 に合わせて旅費を節減しつつ、直接の面談を実施した。
項

○ 令和２年度においても、引き続き、全事業者との面談を確
実に実施する予定である。

業務運営の効 特になし
率化に関する
事項

財務内容の改 特になし
善に関する事
項

その他の事項 特になし




